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紀
）
の
代
表
的
教
会
人
で
あ
る
聖
イ
シ
ド
ル
ス
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
れ
は
一
種
の
西
ゴ
ー
ト
・
リ
ヴ
ァ

イ
ヴ
ァ
ル
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
本
論
は
こ
う
し
た
一
連
の
分
析
を
通
し

て
、
聖
イ
シ
ド
ル
ス
の
聖
遺
物
奉
遷
を
、
十
一
世
紀
後
半
の
レ
オ
ン
王
家

の
過
去
と
未
来
に
対
す
る
眼
差
し
に
即
し
て
読
み
直
す
試
み
で
あ
る
。

サ
ン
・
イ
シ
ド
ー
ロ
・
デ
・
レ
オ
ン
と
イ
ン
フ
ァ
ン
タ
ー
ド

　
一
〇
〇
〇
年
頃
、
イ
ベ
リ
ア
半
島
南
部
の
カ
リ
フ
国
宰
相
ア
ル
・
マ
ン

ソ
ー
ル
率
い
る
イ
ス
ラ
ー
ム
軍
は
毎
年
の
よ
う
に
北
部
の
キ
リ
ス
ト
教

圏
の
都
市
や
大
修
道
院
へ
の
夏
季
遠
征
を
繰
り
返
し
た
。
レ
オ
ン
王
国
の

中
心
都
市
レ
オ
ン
も
被
害
を
免
れ
な
か
っ
た
。
襲
撃
か
ら
の
復
興
に
際
し

て
、
レ
オ
ン
王
ア
ル
フ
ォ
ン
ソ
五
世
（
九
九
九
─
一
〇
二
七
年
在
位
）
は
レ

オ
ン
市
内
の
別
の
場
所
に
あ
っ
た
聖
ペ
ラ
ギ
ウ
ス
に
捧
げ
ら
れ
た
修
道

院
を
現
在
の
サ
ン
・
イ
シ
ド
ー
ロ
・
デ
・
レ
オ
ン
参
事
会
聖
堂
近
辺
に
再

建
し
た
。
ス
ペ
イ
ン
語
で
サ
ン
・
ペ
ラ
ー
ヨSan Pelayo

と
呼
ば
れ
る
聖

ペ
ラ
ギ
ウ
ス
は
、
九
二
五
年
に
コ
ル
ド
バ
で
殉
教
し
た
い
わ
ゆ
る
モ
サ
ラ

ベ
聖
人
の
ひ
と
り
で
あ
る
。
し
か
し
聖
ペ
ラ
ギ
ウ
ス
の
聖
遺
物
は
、
イ
ス

レ
オ
ン
王
国
へ
の
聖
イ
シ
ド
ル
ス
聖
遺
物
奉
遷
（
一
〇
六
三
年
）
再
考

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
米
順
子

　
一
〇
六
三
年
十
二
月
二
二
日
、
レ
オ
ン
・
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
王
フ
ェ
ル

ナ
ン
ド
一
世
（
一
〇
三
八
―
一
〇
六
五
年
在
位
）
と
サ
ン
チ
ャ
王
妃
は
、
王

国
の
中
心
都
市
レ
オ
ン
に
お
い
て
聖
イ
シ
ド
ル
ス
の
聖
遺
物
奉
遷
（
ト
ラ

ン
ス
ラ
テ
ィ
オ
）
を
大
々
的
に
執
り
行
っ
た
。
そ
れ
ま
で
洗
礼
者
聖
ヨ
ハ

ネ
と
聖
ペ
ラ
ギ
ウ
ス
の
名
を
冠
し
て
い
た
修
道
院
は
、
以
後
、
新
た
な
守

護
聖
人
聖
イ
シ
ド
ル
ス
の
名
で
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
か
ら
見
て

い
く
よ
う
に
、
こ
の
修
道
院
は
レ
オ
ン
王
家
と
密
接
な
関
わ
り
を
持
っ
て

い
た
。
す
な
わ
ち
こ
の
修
道
院
の
建
設
と
聖
遺
物
奉
遷
は
、
当
時
の
レ
オ

ン
王
家
の
美
術
政
策
の
中
軸
を
占
め
る
一
大
事
業
で
あ
っ
た
。

　
本
論
で
は
、
こ
の
修
道
院
の
創
建
と
拡
大
の
経
緯
を
簡
潔
に
ま
と
め
た

後
、
文
書
史
料
な
ど
か
ら
聖
イ
シ
ド
ル
ス
の
聖
遺
物
奉
遷
が
行
わ
れ
た
経

緯
を
振
り
返
る
。
次
に
こ
の
と
き
制
作
さ
れ
た
聖
堂
と
寄
進
さ
れ
た
典

礼
具
に
つ
い
て
美
術
史
的
観
点
か
ら
分
析
を
行
う
。
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
と
サ

ン
チ
ャ
が
作
ら
せ
た
工
芸
作
品
は
、
ス
ペ
イ
ン
美
術
史
で
は
レ
オ
ン
・
カ

ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
の
初
期
ロ
マ
ネ
ス
ク
の
作
例
と
し
て
、
つ
ま
り
新
時
代
の

到
来
を
告
げ
る
作
品
と
し
て
必
ず
言
及
さ
れ
る
存
在
で
あ
る
。
当
時
最
先

端
の
美
術
様
式
が
選
択
さ
れ
た
理
由
は
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、

そ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
、
イ
ベ
リ
ア
半
島
南
部
の
イ
ス
ラ
ー
ム
圏
か

ら
レ
オ
ン
へ
奉
遷
さ
れ
た
聖
遺
物
が
、
何
故
西
ゴ
ー
ト
王
国
時
代
（
七
世
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———　時のパースペクティヴ　———

ラ
ー
ム
の
襲
撃
に
備
え
て
レ
オ
ン
よ
り
も
北
に
あ
る
町
オ
ビ
エ
ド
に
疎

開
し
た
き
り
王
都
に
戻
っ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
一
〇
二
八
年
、
ロ
ー

マ
か
ら
洗
礼
者
聖
ヨ
ハ
ネSan Juan B

autista

の
聖
遺
物
が
取
り
寄
せ
ら

れ
た
。
こ
の
と
き
か
ら
一
〇
六
三
年
に
奉
遷
さ
れ
る
聖
イ
シ
ド
ル
ス
の
名

が
定
着
す
る
ま
で
の
数
十
年
間
、
こ
の
レ
オ
ン
の
修
道
院
は
聖
ペ
ラ
ギ
ウ

ス
と
洗
礼
者
聖
ヨ
ハ
ネ
両
方
の
名
で
呼
ば
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
そ
も
そ
も
聖
ペ
ラ
ギ
ウ
ス
の
聖
遺
物
を
イ
ス
ラ
ー
ム
支
配
下
の
コ
ル

ド
バ
か
ら
レ
オ
ン
に
新
設
し
た
修
道
院
に
奉
遷
さ
せ
た
の
は
、
レ
オ
ン
王

ラ
ミ
ー
ロ
二
世
（
九
三
一
―
九
五
〇
年
在
位
）
の
娘
エ
ル
ビ
ー
ラ
王
女
で

あ
る
。
ラ
ミ
ー
ロ
二
世
は
エ
ル
ビ
ー
ラ
王
女
に
王
国
内
の
修
道
院
と
そ

れ
が
所
有
す
る
土
地
・
住
人
に
対
す
る
法
的
経
済
的
支
配
権
を
与
え
て

い
た
。
こ
の
前
期
中
世
の
北
ス
ペ
イ
ン
王
が
娘
で
あ
る
王
女infanta

に

与
え
た
財
産
な
ら
び
に
そ
れ
を
管
理
す
る
組
織
は
、
イ
ン
フ
ァ
ン
タ
ー

ドInfantado

な
い
し
イ
ン
フ
ァ
ン
タ
ス
ゴInfantazgo

と
呼
ば
れ
、
王

女
た
ち
が
美
術
作
品
の
注
文
主
と
な
る
た
め
の
財
政
基
盤
と
し
て
機
能

し
た

１
。
史
料
か
ら
知
り
得
る
限
り
で
は
、
レ
オ
ン
市
内
の
王
宮
に
隣
接

す
る
サ
ン
・
サ
ル
バ
ド
ー
ル
・
デ
・
パ
ラ
ス
・
デ
・
レ
イ
修
道
院San 

Salvador de Palaz de R
ey

な
い
しPalat de R

ey

が
エ
ル
ビ
ー
ラ
王
女

に
与
え
ら
れ
た
の
が
レ
オ
ン
王
国
の
最
古
の
例
で
あ
る
。
イ
ン
フ
ァ
ン

タ
ー
ド
の
本
部
は
、
そ
の
後
エ
ル
ビ
ー
ラ
王
女
の
手
で
聖
ペ
ラ
ギ
ウ
ス
に

捧
げ
ら
れ
た
修
道
院
に
移
さ
れ
、
ア
ル
フ
ォ
ン
ソ
五
世
に
よ
る
再
建
後
は

聖
ペ
ラ
ギ
ウ
ス
と
洗
礼
者
聖
ヨ
ハ
ネ
の
修
道
院
す
な
わ
ち
後
の
サ
ン
・
イ

シ
ド
ー
ロ
・
デ
・
レ
オ
ン
に
置
か
れ
て
い
た
。
本
論
の
主
人
公
の
ひ
と
り

で
あ
る
サ
ン
チ
ャ
も
こ
の
習
慣
通
り
父
ア
ル
フ
ォ
ン
ソ
五
世
か
ら
イ
ン

フ
ァ
ン
タ
ー
ド
を
与
え
ら
れ
、
サ
ン
・
ペ
ラ
ー
ヨ
・
イ
・
サ
ン
・
フ
ア
ン
・

バ
ウ
テ
ィ
ス
タ
修
道
院
の
内
部
で
育
ち
、長
じ
て
女
主
人dom

ina

と
な
っ

た
。
サ
ン
チ
ャ
は
、
ナ
バ
ー
ラ
王
国
の
王
子
に
し
て
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
伯

で
あ
っ
た
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
と
結
婚
し
た
後
も
、
こ
の
修
道
院
を
愛
し
続
け

た
。
や
が
て
レ
オ
ン
王
国
の
イ
ン
フ
ァ
ン
タ
ー
ド
は
、
サ
ン
チ
ャ
の
二
人

の
娘
、
ウ
ラ
ー
カ
王
女
と
エ
ル
ビ
ー
ラ
王
女
に
受
け
継
が
れ
る
こ
と
と
な

る
２

。
　
聖
ペ
ラ
ギ
ウ
ス
と
洗
礼
者
聖
ヨ
ハ
ネ
の
修
道
院
は
、
王
女
を
は
じ
め
王

家
の
女
性
た
ち
を
数
多
く
擁
し
て
い
た
が
、
男
性
共
同
体
も
併
せ
持
っ
て

い
た
。
そ
の
た
め
二
人
の
守
護
聖
人
の
名
称
は
男
女
そ
れ
ぞ
れ
の
共
同
体

を
指
す
と
解
釈
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
う
し
た
男
女
共
棲
修
道
院
は
、

西
ゴ
ー
ト
王
国
時
代
か
ら
イ
ベ
リ
ア
半
島
で
は
一
般
的
だ
っ
た
が
、
後
に

い
わ
ゆ
る
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
改
革
が
イ
ベ
リ
ア
半
島
北
部
に
波
及
す
る
と

批
判
の
的
と
な
っ
て
徐
々
に
姿
を
消
し
た
。
サ
ン
・
イ
シ
ド
ー
ロ
・
デ
・

レ
オ
ン
の
場
合
、
ア
ル
フ
ォ
ン
ソ
七
世
（
一
一
二
六
―
一
一
五
七
年
在
位
）

の
妹
で
あ
る
サ
ン
チ
ャ
王
女
が
一
一
四
八
年
に
女
性
共
同
体
を
他
所
に

移
し
て
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
会
則
を
奉
じ
る
男
性
共
同
体
の
み
の
参
事

会
聖
堂
に
転
換
さ
せ
た
。
そ
し
て
彼
女
の
死
を
も
っ
て
レ
オ
ン
王
国
に
お

け
る
イ
ン
フ
ァ
ン
タ
ー
ド
は
終
焉
を
迎
え
た

3
。

聖
イ
シ
ド
ル
ス
の
聖
遺
物
奉
遷

　
聖
イ
シ
ド
ル
ス
の
聖
遺
物
奉
遷
に
つ
い
て
の
主
要
な
史
料
は
、

一
〇
六
三
年
十
二
月
二
二
日
の
聖
遺
物
奉
遷
当
日
の
朝
課
に
お
い
て
朗

唱
さ
れ
た
『
聖
イ
シ
ド
ル
ス
奉
遷
記Translatio S. Isidori

』
で
あ
る

4
。

こ
の
九
章
か
ら
成
る
テ
ク
ス
ト
は
、
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
の
か
た
ち
で
十
二
世

紀
初
頭
の
『
セ
ミ
ネ
ン
セ
年
代
記
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る

5
。
十
三
世
紀
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に
な
る
と
、
サ
ン
・
イ
シ
ド
ー
ロ
・
デ
・
レ
オ
ン
参
事
会
聖
堂
の
参
事
会

員
で
後
に
ト
ゥ
イ
司
教
と
な
っ
た
ル
カ
ス
・
ト
ゥ
デ
ン
シ
ス
の
『
聖
イ
シ

ド
ル
ス
奇
蹟
譚Liber de M

iraculis S. Isidori

』
に
『
奉
遷
記
』
を
大
幅

に
膨
ら
ま
せ
た
新
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
が
見
ら
れ
る
（
作
者
は
諸
説
あ
る
が
一

般
に
は
ル
カ
ス
自
身
の
手
に
帰
属
さ
れ
る
）

6
。
こ
れ
ら
と
は
別
に
、
後
述

す
る
よ
う
に
、
奉
遷
に
あ
た
っ
て
国
王
夫
妻
が
修
道
院
へ
与
え
た
寄
進
状

な
ど
も
現
存
す
る
。

　
一
〇
六
三
年
の
春
、
レ
コ
ン
キ
ス
タ
を
進
め
る
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
一
世
は

メ
リ
ダ
ま
で
南
下
し
、
こ
こ
を
拠
点
に
セ
ビ
ー
リ
ャ
・
タ
イ
フ
ァ
国
を
寇

掠
し
た
。
セ
ビ
ー
リ
ャ
・
タ
イ
フ
ァ
王
ア
ル
・
ム
タ
デ
ィ
ド
（
一
〇
四
二

―
一
〇
六
九
年
在
位
）
は
、
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
が
軍
を
退
く
こ
と
を
条
件
に
、

軍
事
貢
納
金
（
パ
リ
ア
ス
）
の
確
実
な
支
払
い
と
殉
教
聖
女
ユ
ス
タ
の
聖

遺
骸
の
引
渡
し
を
約
束
し
た

7
。
姉
妹
ル
フ
ィ
ナ
と
と
も
に
ロ
ー
マ
時
代

の
二
八
七
年
七
月
十
九
日
に
殉
教
し
た
聖
女
ユ
ス
タ
は
、
七
世
紀
に
イ
ス

パ
ニ
ア
式
典
礼
が
整
備
さ
れ
た
と
き
、
そ
こ
に
組
み
込
ま
れ
た
最
初
期
の

イ
ベ
リ
ア
半
島
出
身
の
聖
人
の
一
人
で
あ
り
、
セ
ビ
ー
リ
ャ
の
守
護
聖
女

と
し
て
現
在
に
至
る
ま
で
篤
い
信
仰
を
集
め
て
い
る

8
。

　
元
サ
モ
ス
修
道
院
長
で
レ
オ
ン
司
教
だ
っ
た
ア
ル
ヴ
ィ
ー
ト
と
ア
ス

ト
ル
ガ
司
教
の
オ
ル
ド
ー
ニ
ョ
は
、
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
一
世
の
命
を
受
け
、

ム
ニ
オ
伯
爵
を
従
え
て
、
彼
女
の
聖
遺
物
を
引
き
取
り
に
行
っ
た

9
。
と

こ
ろ
が
セ
ビ
ー
リ
ャ
に
到
着
し
て
み
る
と
、
ア
ル
・
ム
タ
デ
ィ
ド
は
実
は

聖
女
ユ
ス
タ
の
所
在
は
不
明
と
一
行
に
告
白
す
る
。
も
し
見
つ
け
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
持
ち
帰
っ
て
よ
い
と
の
言
葉
を
受
け
、
探
索
隊
一
行
は
三

日
間
の
断
食
を
し
て
神
に
助
け
を
求
め
た
。
す
る
と
レ
オ
ン
司
教
ア
ル

ヴ
ィ
ー
ト
の
夢
に
聖
イ
シ
ド
ル
ス
が
現
わ
れ
、
彼
女
の
代
わ
り
に
自
分
の

聖
遺
物
を
レ
オ
ン
へ
持
ち
帰
れ
と
そ
の
場
所
を
司
教
杖
で
三
回
叩
い
て

教
示
し
た
（H

ic, hic, hic, m
eum

 invenies corpus

）。
さ
ら
に
こ
の
夢
が
真

実
で
あ
る
こ
と
を
示
す
た
め
、
ア
ル
ヴ
ィ
ー
ト
が
間
も
な
く
こ
の
世
を
去

る
こ
と
に
な
る
と
予
告
す
る
。
果
た
し
て
聖
イ
シ
ド
ル
ス
の
墓
は
お
告
げ

の
通
り
発
見
さ
れ
た
。
遺
骸
は
杜
松
の
木
の
箱
に
納
め
ら
れ
、
芳
香
を

放
っ
て
い
た
と
い
う
。
た
だ
し
正
確
な
場
所
の
記
述
は
史
料
の
何
処
に
も

な
い
。
そ
し
て
聖
イ
シ
ド
ル
ス
の
予
言
通
り
、
ア
ル
ヴ
ィ
ー
ト
は
聖
遺
物

発
見
の
七
日
後
、
レ
オ
ン
帰
還
前
に
セ
ビ
ー
リ
ャ
で
息
を
引
き
取
っ
た
。

ア
ル
ヴ
ィ
ー
ト
の
遺
骸
と
聖
イ
シ
ド
ル
ス
の
遺
骸
は
輿
に
載
せ
ら
れ
、
お

そ
ら
く
銀
の
道
を
レ
オ
ン
へ
北
上
し
た
。

　
こ
れ
が
聖
イ
シ
ド
ル
ス
奉
遷
の
経
緯
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
聖
イ
シ
ド

ル
ス
は
探
索
の
途
上
で
ピ
ン
チ
ヒ
ッ
タ
ー
と
し
て
急
遽
浮
上
し
た
聖
人

だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　
聖
イ
シ
ド
ル
ス
（
五
六
〇
頃
―
六
三
六
年
）
は
、
セ
ビ
ー
リ
ャ
司
教
を

務
め
た
西
ゴ
ー
ト
王
国
時
代
の
聖
職
者
で
あ
っ
た
。
当
時
の
主
要
な
宗
教

会
議
で
イ
ス
パ
ニ
ア
式
典
礼
の
確
立
に
努
め
、
政
教
両
面
に
大
き
な
影
響

を
与
え
た
一
方
、
学
者
、
著
作
家
、
教
会
博
士
と
し
て
も
知
ら
れ
、『
語

源
論Etym

ologiae sive O
rigines

』、『
命
題
集Sententiae

』、『
修
道
会

則R
egula m

onachorum

』、『
事
物
の
本
性D

e natura rerum

』、『
年
代

記C
hronica

』、『
ゴ
ー
ト
史H

istoria G
othorum

』
な
ど
幅
広
い
分
野
の

著
作
が
あ
る
。
ち
な
み
に
兄
レ
ア
ン
デ
ル
（
五
五
〇
頃
―
六
〇
一
年
）
も

聖
職
者
で
、
外
交
使
節
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル

の
宮
廷
で
後
の
教
皇
大
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
と
親
交
を
結
び
、
後
年
彼
の
大
著

『
ヨ
ブ
記
註
解M

oralia in Job

』
を
献
呈
さ
れ
る
な
ど
、
ス
ペ
イ
ン
教
会

と
ロ
ー
マ
教
会
と
の
結
合
を
固
め
、
西
ゴ
ー
ト
・
ス
ペ
イ
ン
の
政
治
、
文

化
、
宗
教
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。
も
う
一
人
の
兄
フ
ル
ゲ
ン
テ
ィ

ウ
ス
も
エ
シ
ハ
司
教
と
な
っ
た
聖
職
者
で
妹
フ
ロ
レ
ン
テ
ィ
ナ
も
修
道
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女
と
い
う
、
信
仰
の
道
に
身
を
捧
げ
た
一
家
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
聖
イ
シ
ド
ル
ス
の
聖
遺
物
奉
遷
（
ト
ラ
ン
ス
ラ
テ
ィ
オ
）
は
次
の

よ
う
に
行
わ
れ
た
。
ま
ず
一
〇
六
三
年
十
二
月
二
一
日
、
レ
オ
ン
市
内
の

聖
ペ
ラ
ギ
ウ
ス
と
洗
礼
者
聖
ヨ
ハ
ネ
の
修
道
院
で
新
し
く
建
て
直
さ
れ

た
聖
堂
の
奉
献
式
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
翌
日
、
レ
オ
ン
へ
到
着
し
た
聖
イ

シ
ド
ル
ス
の
聖
遺
物
奉
遷
式
が
執
り
行
わ
れ
た
。
国
王
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
一

世
と
王
妃
サ
ン
チ
ャ
は
、
こ
の
式
典
に
集
っ
た
高
位
聖
職
者
と
大
貴
族
を

召
集
し
、
宮
廷
諮
問
会
議
（
ク
リ
ア
）
を
開
催
、
息
子
た
ち
へ
の
王
国
分

割
相
続
と
い
う
王
国
の
一
大
事
を
決
定
し
た

10
。
併
せ
て
壮
大
な
宴
会
も

催
さ
れ
、
王
を
は
じ
め
王
妃
や
王
子
・
王
女
た
ち
が
自
ら
聖
職
者
た
ち
招

待
客
の
給
仕
に
あ
た
り
、
謙
譲
の
姿
勢
を
示
し
た

11
。

フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
一
世
と
サ
ン
チ
ャ
王
妃
の
新
聖
堂

　
こ
の
と
き
奉
献
さ
れ
た
新
聖
堂
は
、
サ
ン
チ
ャ
王
妃
（
一
〇
六
七
年
没
）

の
発
案
に
よ
っ
て
、
レ
オ
ン
王
家
の
墓
所
と
し
て
の
役
割
を
も
担
う
こ
と

と
な
っ
た
。
十
二
世
紀
初
頭
に
レ
オ
ン
か
そ
の
近
郊
（
一
説
に
は
サ
ン
・

イ
シ
ド
ー
ロ
・
デ
・
レ
オ
ン
）
で
記
さ
れ
た
『
セ
ミ
ネ
ン
セ
年
代
記
』
に

よ
れ
ば
、
サ
ン
チ
ャ
王
妃
は
レ
オ
ン
王
家
の
み
な
ら
ず
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
の

出
自
で
あ
る
ナ
バ
ー
ラ
王
家
の
祖
先
の
亡
骸
を
も
サ
ン
・
イ
シ
ド
ー
ロ
に

集
め
て
埋
葬
し
、
合
わ
せ
て
自
分
た
ち
の
墓
所
と
す
る
計
画
を
立
て
、
夫

フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
を
説
得
し
た

12
。
そ
し
て
サ
ン
チ
ャ
王
妃
の
父
ア
ル
フ
ォ

ン
ソ
五
世
が
再
建
し
た
ば
か
り
の
「
土
壁
と
レ
ン
ガ
で
で
き
たex luto et 

latere

」
聖
堂
を
「
石
造
でlapidea

」
建
て
直
し
た

13
。
一
九
七
〇
年
代

に
現
存
聖
堂
の
床
石
が
剥
が
さ
れ
て
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
ら
に
よ
る
調
査
が

行
わ
れ
た
が
、
彼
が
ま
と
ま
っ
た
調
査
報
告
を
出
す
ま
で
三
〇
年
以
上
か

か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
成
果
が
十
分
に
知
ら
れ
な
い
ま
ま
推
測
に

基
づ
く
研
究
が
積
み
重
ね
ら
れ
た
結
果
、
現
在
の
議
論
は
錯
綜
し
て
い

る
14

。
思
い
切
っ
て
単
純
化
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
フ
ェ
ル
ナ
ン

ド
と
サ
ン
チ
ャ
が
初
め
て
石
造
で
聖
堂
を
建
て
た
（
ア
ル
フ
ォ
ン
ソ
五
世

の
聖
堂
を
含
め
、
そ
れ
以
前
の
建
築
の
痕
跡
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
）。
し
か

し
す
ぐ
に
手
狭
に
な
っ
た
た
め
、
彼
ら
の
子
ど
も
、
孫
世
代
が
こ
の
聖
堂

の
北
壁
の
一
部
を
利
用
す
る
形
で
数
次
に
わ
た
っ
て
東
南
へ
拡
張
し
て

い
っ
た
。
聖
堂
の
西
側
に
は
王
室
霊
廟
（
パ
ン
テ
オ
ン
）、
そ
の
上
階
部
に

ト
リ
ビ
ュ
ー
ン
が
建
設
さ
れ
、
王
室
霊
廟
の
天
井
は
一
面
の
壁
画
で
飾
ら

れ
た
。
た
だ
し
こ
れ
ら
聖
堂
西
側
付
属
施
設
の
建
造
年
代
や
王
室
霊
廟
の

柱
頭
彫
刻
、
壁
画
の
制
作
年
代
は
い
ま
だ
に
決
着
を
見
て
い
な
い
。

　
サ
ン
チ
ャ
と
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
の
聖
堂
は
、
中
央
身
廊
が
側
廊
よ
り
も
高

く
て
広
い
、
東
西
の
長
さ
約
一
三
メ
ー
ト
ル
、
ト
ラ
ン
セ
プ
ト
な
し
の
石

造
三
廊
式
バ
シ
リ
カ
で
あ
る
。
そ
の
プ
ラ
ン
は
レ
オ
ン
王
国
の
前
身
で
あ

る
ア
ス
ト
ゥ
リ
ア
ス
王
国
時
代
（
八
―
十
世
紀
）
の
建
築
様
式
に
忠
実
で
、

と
り
わ
け
八
九
三
年
献
堂
の
サ
ン
・
サ
ル
バ
ド
ー
ル
・
デ
・
バ
ル
デ
ィ

オ
スSan Salvador de Valdediós

の
プ
ラ
ン
に
酷
似
し
て
い
る
。
ヘ
ラ
ル

ド
・
ボ
ト
は
サ
ン
チ
ャ
と
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
の
聖
堂
の
祭
室
部
分
が
ロ
マ
ネ

ス
ク
建
築
に
典
型
的
な
半
円
形
で
あ
っ
た
可
能
性
を
考
慮
に
入
れ
よ
う

と
す
る
が

15
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
は
こ
れ
に
否
定
的
で
方
形
祭
室
を
主
張
す

る
16

。
ア
ス
ト
ゥ
リ
ア
ス
地
方
に
は
サ
ン
・
ペ
ド
ロ
・
デ
・
テ
ベ
ル
ガ

San Pedro de Teverga

（
十
一
世
紀
）
の
よ
う
に
方
形
祭
室
の
ロ
マ
ネ
ス

ク
建
築
も
存
在
す
る
。
サ
ン
・
イ
シ
ド
ー
ロ
も
こ
の
系
譜
に
連
な
る
も
の

と
さ
れ
て
き
て
い
る
が
、
も
し
こ
の
先
、
新
た
な
発
掘
調
査
な
ど
に
よ
っ

て
、
実
は
す
で
に
ロ
ー
マ
式
典
礼
に
対
応
し
た
半
円
祭
室
プ
ラ
ン
が
採
用
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さ
れ
て
い
た
こ
と
が
実
証
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
レ
オ
ン
王
国

へ
の
ロ
マ
ネ
ス
ク
建
築
の
波
及
年
代
も
典
礼
変
更
の
問
題
も
従
来
の
解

釈
を
大
き
く
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
一
世
と
サ
ン
チ
ャ
王
妃
の
注
文
作
品

　
先
述
の
よ
う
に
、
サ
ン
・
イ
シ
ド
ー
ロ
・
デ
・
レ
オ
ン
に
は
、
フ
ェ
ル

ナ
ン
ド
一
世
と
サ
ン
チ
ャ
王
妃
の
寄
進
状
が
残
っ
て
い
る
。
王
付
き
書

記
ア
リ
ア
ス
・
デ
ィ
エ
ゲ
スA

rias D
iéguez

が
作
成
し
た
こ
の
文
書
は
、

西
ゴ
ー
ト
文
字
で
六
七
×
五
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
獣
皮
紙
に
し
た
た

め
ら
れ
て
い
る

17
。

「
神
、
救
世
主
の
御
名
に
お
い
て
、
三
に
し
て
一
、一
に
し
て
三
な
る
父
と

子
と
聖
霊
の
御
名
に
お
い
て
。キ
リ
ス
ト
の
卑
し
く
小
さ
な
僕
た
る
我
ら
、

王
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
と
王
妃
サ
ン
チ
ャ
は
、
福
者
イ
シ
ド
ル
ス
の
遺
体
を
セ

ビ
ー
リ
ャ
よ
り
我
ら
が
町
レ
オ
ン
市
内
の
司
教
、
聖
職
者
た
ち
の
手
で
洗

礼
者
聖
ヨ
ハ
ネ
の
教
会
に
奉
遷
さ
せ
た
。
か
く
て
、
こ
の
よ
う
な
荘
厳
に

与
る
名
誉
を
前
に
各
地
か
ら
召
集
さ
れ
て
敬
虔
に
集
っ
た
司
教
た
ち
と
多

数
の
聖
職
者
た
ち
を
前
に
、
前
述
し
た
場
所
の
洗
礼
者
聖
ヨ
ハ
ネ
と
福
者

イ
シ
ド
ル
ス
に
対
し
て
、
我
ら
は
次
の
祭
壇
用
装
飾
品
を
奉
納
す
る
。
エ

メ
ラ
ル
ド
、
サ
フ
ァ
イ
ア
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
貴
石
、
ガ
ラ
ス
が
象
嵌
さ

れ
見
事
に
作
ら
れ
た
純
金
製
の
祭
壇
前
衝
立
、
一
点
。
各
祭
壇
に
ひ
と
つ

ず
つ
銀
の
祭
壇
前
衝
立
、
計
三
点
。
金
の
王
冠
、
三
点
。
ひ
と
つ
は
環
に

六
つ
の
ア
ル
フ
ァ
が
吊
り
下
げ
ら
れ
た
も
の
。
も
う
ひ
と
つ
は
内
側
か
ら

真
珠
（alaule

）
を
吊
り
下
げ
た
王
冠
。
三
つ
目
は
、
金
と
エ
マ
ー
ユ
で

飾
ら
れ
た
水
晶
玉
飾
り
（annem

ate

）
の
王
冠
で
、
私
自
身
の
頭
の
金
の

王
冠
（diadem

a capitis m
ihi aureum

）
で
あ
る
。
金
で
覆
わ
れ
た
水
晶

の
小
箱
。
エ
マ
ー
ユ
と
貴
石
で
装
飾
さ
れ
た
金
の
十
字
架
。
キ
リ
ス
ト
磔

刑
像
の
象
牙
の
十
字
架
。
金
の
大
皿
付
き
の
金
の
香
炉
、
二
点
。
持
ち
重

り
の
す
る
銀
の
香
炉
。
エ
マ
ー
ユ
で
飾
ら
れ
た
金
の
カ
リ
ス
と
パ
テ
ナ
。

金
銀
の
装
飾
が
施
さ
れ
た
金
の
ス
ト
ラ
と
エ
マ
ー
ユ
飾
り
の
つ
い
た
銀
の

ス
ト
ラ
。
金
細
工
の
施
さ
れ
た
象
牙
箱
、
一
点
。
銀
細
工
の
施
さ
れ
た
象

牙
箱
、
二
点
。
そ
の
う
ち
の
ひ
と
つ
は
、
中
に
同
じ
素
材
の
三
つ
の
小
箱

が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
彫
刻
の
施
さ
れ
た
象
牙
の
二
連
板
（
デ
ィ
プ
テ
ィ

ク
）。金
縁
取
り
の
祭
壇
前
衝
立
、三
点
。祭
室
用
の
大
カ
ー
テ
ン（lotzori

）、

一
点
と
、
ア
ー
ミ
ン
の
毛
皮
の
小
カ
ー
テ
ン
、
二
点
。
金
で
縁
取
り
さ
れ

た
マ
ン
ト
、
二
点
。
金
糸
で
織
ら
れ
た
絹
製
マ
ン
ト
。
紫
の
縁
取
り
の
ビ

ザ
ン
テ
ィ
ン
風
マ
ン
ト
。
金
で
縁
取
り
さ
れ
た
カ
ズ
ラ
一
点
と
ダ
ル
マ

テ
ィ
カ
二
点
。
金
糸
で
織
ら
れ
た
絹
の
カ
ズ
ラ
。
テ
ー
ブ
ル
セ
ッ
ト
す
な

わ
ち
塩
入
れ
、
大
皿
、
は
さ
み
（
ト
ン
グ
）、
十
点
の
小
匙
と
大
匙
。
金

鍍
金
さ
れ
た
燭
台
、
二
点
。
金
の
エ
ン
ブ
レ
ム
（
？ am

gim
a

）。
器
（
？ 

asrotom
a

）。あ
れ
ら
す
べ
て
の
金
鍍
金
さ
れ
た
銀
の
容
器
と
、二
つ
の
取
っ

手
の
つ
い
た
前
述
の
器
。（
後
略
）」

　
省
略
し
た
後
半
部
分
に
は
、
土
地
と
住
民
を
含
む
修
道
院
や
村
を
、
免

税
特
権
・
司
法
権
と
併
せ
て
レ
オ
ン
の
こ
の
修
道
院
へ
寄
進
す
る
旨
が
述

べ
ら
れ
て
い
る
。
文
書
の
最
後
に
は
、
立
ち
会
っ
た
証
人
た
ち
の
名
前

と
サ
イ
ン
が
連
ね
ら
れ
る
。
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
伯
家
出
身
で
ナ
バ
ー
ラ
王

妃
と
な
っ
た
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
一
世
の
母
マ
ジ
ョ
ー
ル
、
レ
オ
ン
前
国
王
ベ

ル
ム
ー
ド
三
世
の
未
亡
人
ヒ
メ
ナ
、
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
と
サ
ン
チ
ャ
、
彼
ら

の
五
人
の
子
ど
も
た
ち
、
八
人
の
司
教
、
九
人
の
大
修
道
院
長
、
伯
爵
た
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ち
と
聖
職
者
た
ち
で
あ
る
。
レ
オ
ン
・
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
王
国
内
の
人
物

が
ほ
と
ん
ど
だ
が
、
出
席
し
た
司
教
の
ひ
と
り
は
フ
ラ
ン
ス
の
ル
・
ピ
ュ

イ
司
教
ペ
ト
ル
ス
で
あ
る
。
彼
は
一
〇
五
三
年
以
降
、
叔
父
の
エ
ス
テ
バ

ン
を
継
い
で
ル
・
ピ
ュ
イ
の
司
教
の
座
に
あ
っ
た
。
ク
リ
ュ
ニ
ー
修
道
院

長
オ
デ
ィ
ロ
ン
は
ペ
ト
ル
ス
の
祖
父
の
兄
弟
に
あ
た
り
、
そ
の
家
系
は
ク

リ
ュ
ニ
ー
と
結
び
つ
く

18
。
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
一
世
は
ク
リ
ュ
ニ
ー
修
道
会

と
祈
禱
盟
約
を
結
ん
だ
が
、
そ
の
こ
と
と
関
連
し
て
い
る
可
能
性
も
あ

る
19

。
　
さ
て
、
寄
進
状
前
半
に
挙
げ
ら
れ
た
品
々
の
リ
ス
ト
だ
が
、
同
時
代
の

同
種
の
文
書
と
比
較
し
た
と
き
、
典
礼
用
の
写
本
が
含
ま
れ
て
い
な
い
点

が
奇
異
で
あ
る
。
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
と
サ
ン
チ
ャ
が
作
ら
せ
た
写
本
は
《
ベ

ア
ト
ゥ
ス
黙
示
録
註
解
フ
ァ
ク
ン
ド
ゥ
ス
本
》（
ス
ペ
イ
ン
国
立
図
書
館

vitr. 14-2

、
一
〇
四
七
年
）、《
サ
ン
チ
ャ
王
妃
の
語
源
論
》（
エ
ル
・
エ
ス
コ

リ
ア
ル
修
道
院
付
属
図
書
館&

. I. 3

、
一
〇
四
七
年
）、《
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
一

世
の
祈
禱
書
》（
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
・
デ
・
コ
ン
ポ
ス
テ
ラ
大
学
図
書
館R

es. 1

、

一
〇
五
五
年
）、《
サ
ン
チ
ャ
王
妃
の
聖
書
賛
歌
》（
サ
ラ
マ
ン
カ
大
学
図
書

館M
s. 2668

、
一
〇
五
九
年
）
の
四
冊
が
現
存
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
以
外
に

も
制
作
さ
せ
た
可
能
性
は
き
わ
め
て
高
く
、
す
で
に
別
の
機
会
に
サ
ン
・

イ
シ
ド
ー
ロ
に
奉
納
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
王
冠
に
つ
い
て
の
描
写
か
ら
は
、
西
ゴ
ー
ト
王
国
時
代
を
代
表
す
る

金
工
作
品
《
レ
ケ
ス
ウ
ィ
ン
ト
王
の
宝
冠
》（
マ
ド
リ
ー
ド
、
国
立
考
古
学

博
物
館
）
に
代
表
さ
れ
る
通
称
「
グ
ア
ラ
サ
ー
ル
の
宝
物
」
の
奉
納
冠
の

数
々
を
想
起
し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
聖
堂
の
三
つ
の
祭
壇
に
そ
れ

ぞ
れ
奉
納
冠
と
し
て
吊
り
下
げ
る
た
め
の
も
の
だ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る

が
、
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
自
身
の
王
冠
を
寄
進
し
た
点
に
彼
の
こ
の
聖
堂
へ
の

思
い
入
れ
の
深
さ
が
表
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
興
味
深
い
。

　
寄
進
状
と
現
存
す
る
作
品
で
一
致
す
る
の
は
、
ロ
マ
ネ
ス
ク
象
牙
彫
の

傑
作
と
し
て
知
ら
れ
る
《
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
一
世
の
磔
刑
像
》（
マ
ド
リ
ー

ド
、
国
立
考
古
学
博
物
館
）

20
の
み
で
あ
る
。
下
部
にFER

D
IN

A
N

D
V

S 
R

EX
 SA

N
C

IA
 R

EG
IN

A

と
銘
が
あ
る
こ
と
か
ら
間
違
い
な
い
。
十
字

架
の
キ
リ
ス
ト
の
足
元
に
冥
府
の
ア
ダ
ム
が
佇
む
一
方
、
頭
上
に
はIH

C
 

N
A

ZA
R

EN
V

S R
EX

 IV
D

EO
RV

M

の
銘
文
と
、
死
を
克
服
し
て
復
活

し
た
「
勝
利
の
キ
リ
ス
ト
」
が
十
字
架
を
手
に
し
て
描
か
れ
る
。
十
字
架

の
縁
に
は
小
さ
な
裸
体
が
絡
み
合
い
、
一
見
混
沌
と
し
て
い
る
が
、
悪
人

と
善
人
が
分
か
た
れ
て
い
な
い
特
殊
な
最
後
の
審
判
図
と
な
っ
て
い
る
。

裏
面
は
、
中
央
に
贖
罪
の
子
羊
、
四
隅
に
福
音
書
記
者
の
シ
ン
ボ
ル
が
配

置
さ
れ
、
残
り
の
腕
木
部
分
を
怪
獣
模
様
が
埋
め
尽
く
す
。
こ
の
十
字
架

は
後
に
病
床
の
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
一
世
の
枕
元
に
掲
げ
ら
れ
た
り
葬
列
で

用
い
ら
れ
た
り
し
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

21
。

　
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
と
サ
ン
チ
ャ
が
制
作
さ
せ
た
で
あ
ろ
う
作
品
と
し
て

は
、
他
に
《
聖
イ
シ
ド
ル
ス
の
聖
遺
物
箱
》（
現
存
す
る
銀
の
内
箱
は
サ
ン
・

イ
シ
ド
ー
ロ
・
デ
・
レ
オ
ン
参
事
会
聖
堂
宝
物
室
）、
ま
た
こ
の
奉
遷
式
の
た

め
に
作
ら
れ
た
も
の
と
断
定
は
で
き
な
い
が
《
至
福
の
箱
》（
マ
ド
リ
ー
ド
、

国
立
考
古
学
博
物
館
）や《
玉
座
の
キ
リ
ス
ト
の
象
牙
装
丁
板
》（
パ
リ
、ル
ー

ヴ
ル
美
術
館
）
が
あ
る
。
お
そ
ら
く
こ
れ
よ
り
少
し
前
に
制
作
さ
れ
た《
ヨ

ハ
ネ
と
ペ
ラ
ギ
ウ
ス
の
聖
遺
物
箱
》（
サ
ン
・
イ
シ
ド
ー
ロ
・
デ
・
レ
オ
ン

参
事
会
聖
堂
宝
物
室
）、
ま
た
《
カ
リ
ソ
の
磔
刑
像
》（
レ
オ
ン
美
術
館
）
を

は
じ
め
と
す
る
数
点
の
象
牙
作
品
や
、
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
た
ち
の
息
子
ア
ル

フ
ォ
ン
ソ
六
世
が
姉
ウ
ラ
ー
カ
王
女
と
作
ら
せ
た
《
オ
ビ
エ
ド
の
聖
櫃
》

（
オ
ビ
エ
ド
大
聖
堂
）
な
ど
、
象
牙
・
金
属
工
芸
問
わ
ず
レ
オ
ン
の
宮
廷
工

房
に
帰
属
さ
れ
る
作
品
は
数
多
い

22
。

　《
聖
イ
シ
ド
ル
ス
の
聖
遺
物
箱
》
は
サ
ン
・
イ
シ
ド
ー
ロ
聖
堂
の
主
祭
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壇
に
置
か
れ
て
い
た
も
の
で
、
ア
ン
ブ
ロ
ー
シ
オ
・
デ
・
モ
ラ
ー
レ
ス

（
一
五
一
三
―
一
五
九
一
年
）
に
よ
る
デ
ィ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
に
し
た
が
え

ば
23

、
観
者
は
柵
越
し
に
エ
マ
ー
ユ
や
象
嵌
技
法
で
豪
華
に
飾
ら
れ
た
聖

遺
物
箱
を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
消
失
し
た
金

の
外
箱
は
、
中
央
に
父
な
る
神
が
、
周
囲
に
十
二
使
徒
そ
の
他
の
図
像
が

配
置
さ
れ
て
い
た
と
い
う
か
ら
、
図
像
的
に
は
《
オ
ビ
エ
ド
の
聖
櫃
》
と

相
似
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
銀
の
内
箱
も
一
部
消
失
し
た
も
の
の
、
ア

ダ
ム
の
創
造
か
ら
楽
園
追
放
に
至
る
『
創
世
記
』
の
諸
場
面
を
打
ち
出
し

技
法
で
表
わ
し
、
一
部
金
鍍
金
し
た
銀
板
が
数
枚
残
る
。
四
人
の
従
者
を

従
え
る
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
一
世
像
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
同
様
の
サ

ン
チ
ャ
王
妃
像
が
対
に
な
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
ヒ
ル
デ
ス
ハ
イ

ム
の
青
銅
扉
（
一
〇
一
五
年
）
が
図
像
的
源
泉
と
し
て
、
ま
た
技
法
的
に

類
似
し
た
作
品
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
き
て
い
る
が

24
、
レ
オ
ン
の
聖
遺
物

箱
に
は
「
ア
ダ
ム
と
エ
バ
に
衣
服
を
与
え
る
神
」
な
ど
ド
イ
ツ
の
司
教
ベ

ル
ン
ヴ
ァ
ル
ト
に
よ
る
扉
に
は
見
ら
れ
な
い
稀
な
図
像
も
含
ま
れ
て
い

る
25

。
　《
至
福
の
箱
》
も
フ
ラ
ン
ス
軍
侵
攻
の
際
に
破
壊
さ
れ
て
銀
の
被
覆
が

消
失
し
、
天
使
と
書
を
手
に
す
る
聖
人
が
一
組
ず
つ
ア
ー
チ
の
中
に
描
か

れ
た
七
枚
の
象
牙
板
が
残
る
の
み
で
あ
る
。
先
の
寄
進
状
に
含
ま
れ
る
象

牙
箱
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
た
可
能
性
は
あ
る
が
、
文
書
で
は
人
像
彫
刻

へ
の
言
及
は
な
い
た
め
断
定
で
き
な
い
。《
玉
座
の
キ
リ
ス
ト
の
象
牙
装

丁
板
》
は
、
十
字
架
の
上
の
玉
座
の
キ
リ
ス
ト
、
四
福
音
書
記
者
シ
ン
ボ

ル
、
聖
ペ
テ
ロ
と
聖
パ
ウ
ロ
（
ト
ラ
デ
ィ
テ
ィ
オ
・
レ
ギ
ス
）、
楽
園
の
河

な
ど
初
期
キ
リ
ス
ト
教
美
術
に
連
な
る
図
像
を
多
く
含
み
、
全
体
と
し
て

複
雑
な
図
像
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
成
し
て
い
る
。

　《
ヨ
ハ
ネ
と
ペ
ラ
ギ
ウ
ス
の
聖
遺
物
箱
》
も
金
の
覆
い
と
蓋
が
戦
乱
で

焼
失
し
、
現
在
は
二
五
点
の
象
牙
板
の
み
残
る
。
洗
礼
者
聖
ヨ
ハ
ネ
と
聖

ペ
ラ
ギ
ウ
ス
の
名
前
、
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
と
サ
ン
チ
ャ
の
名
前
、
一
〇
五
九

年
の
年
記
を
含
む
銘
文
が
あ
っ
た
と
い
う
古
い
デ
ィ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン

か
ら
、
聖
イ
シ
ド
ル
ス
の
聖
遺
物
奉
遷
に
先
立
っ
て
国
王
夫
妻
が
寄
進
し

た
作
品
と
考
え
ら
れ
る
。
図
像
的
に
は
、
側
面
に
十
二
使
徒
、
上
部
に
神

の
子
羊
、
四
福
音
書
記
者
シ
ン
ボ
ル
、
聖
ミ
カ
エ
ル
、
聖
ラ
フ
ァ
エ
ル
、

楽
園
の
四
本
の
河
、
天
使
た
ち
と
そ
の
他
の
人
間
を
配
す
る
。
こ
の
図
像

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
イ
ス
パ
ニ
ア
式
典
礼
と
関
連
付
け
ら
れ
る
一
方
、
様
式
的

に
は
プ
レ
ロ
マ
ネ
ス
ク
と
ロ
マ
ネ
ス
ク
を
繋
ぐ
過
渡
期
の
作
例
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
る

26
。

　
こ
れ
ら
は
す
べ
て
ま
と
め
て
レ
オ
ン
の
宮
廷
工
房
作
と
さ
れ
る
こ
と

が
多
い
が
、
実
際
に
は
宮
廷
工
房
が
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
、
ど
の
よ
う
な

も
の
だ
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
何
も
わ
か
っ
て

い
な
い
。
技
法
や
図
像
の
点
か
ら
見
る
と
、
ピ
レ
ネ
ー
の
北
出
身
の
工
匠

が
関
与
し
た
可
能
性
は
極
め
て
高
い
。
一
方
、《
聖
イ
シ
ド
ル
ス
の
聖
遺

物
箱
》
の
内
側
に
は
、
セ
ビ
ー
リ
ャ
・
タ
イ
フ
ァ
王
ア
ル
・
ム
タ
デ
ィ
ド

か
ら
贈
ら
れ
た
と
い
う
伝
承
の
あ
る
イ
ス
ラ
ー
ム
の
動
物
模
様
の
織
物

が
使
わ
れ
て
い
る

27
。
サ
ン
・
イ
シ
ド
ー
ロ
に
は
、
聖
ペ
ラ
ギ
ウ
ス
の
聖

遺
物
箱
と
し
て
用
い
ら
れ
た
十
一
世
紀
の
イ
ス
ラ
ー
ム
圏
制
作
の
ハ
ー

ト
形
の
銀
の
小
箱
や
、
制
作
・
伝
来
時
期
は
不
明
だ
が
当
時
ス
ペ
イ
ン
北

部
の
海
岸
に
到
来
し
て
い
た
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
と
の
接
触
を
示
す
セ
イ
ウ

チ
の
骨
の
透
か
し
彫
り
が
伝
わ
る
な
ど
、
レ
オ
ン
・
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
王

家
が
王
国
を
取
り
巻
く
多
様
な
文
化
圏
と
持
っ
て
い
た
交
渉
が
跡
付
け

ら
れ
る
。
先
の
寄
進
状
に
も
、
ア
ラ
ビ
ア
語
起
源
のalaule, annem

ate, 
lotzori

を
は
じ
め
、
宝
飾
品
や
布
地
の
名
称
な
ど
に
外
国
語
起
源
と
思
わ

れ
る
単
語
が
頻
出
し
て
い
る
。
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———　時のパースペクティヴ　———

聖
イ
シ
ド
ル
ス
の
聖
遺
物
奉
遷
再
考

　
実
は
、
一
〇
六
三
年
の
時
点
ま
で
に
聖
イ
シ
ド
ル
ス
が
聖
人
と
し
て
崇

敬
さ
れ
た
形
跡
は
ほ
ぼ
皆
無
で
あ
る
。
四
月
四
日
に
聖
イ
シ
ド
ル
ス
の
名

を
含
む
イ
ス
パ
ニ
ア
式
典
礼
の
聖
人
暦
は
、
一
〇
五
二
年
の
シ
ロ
ス
写
本

を
は
じ
め
十
―
十
一
世
紀
の
例
が
残
る

28
。
し
か
し
ま
だ
聖
イ
シ
ド
ル
ス

伝
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
一
〇
六
三
年
以
前
に
レ
オ
ン
国
内
で
聖
イ
シ
ド

ル
ス
を
筆
頭
聖
人
と
す
る
修
道
院
は
わ
ず
か
に
三
つ
を
数
え
る
の
み
で
、

そ
れ
も
ひ
と
つ
は
セ
ビ
ー
リ
ャ
の
聖
イ
シ
ド
ル
ス
で
は
な
く
キ
オ
ス
島

の
聖
イ
シ
ド
ル
ス
だ
っ
た

29
。
民
衆
か
ら
の
崇
敬
も
な
か
っ
た
こ
と
は
、

レ
オ
ン
大
聖
堂
関
連
文
書
に
お
い
て
イ
シ
ド
ル
ス
と
い
う
名
を
持
つ
人

物
の
初
出
が
一
一
〇
〇
年
以
降
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る

30
。

　
聖
人
崇
敬
は
、
聖
人
、
聖
遺
物
、
奇
蹟
の
三
位
一
体
の
上
に
成
り
立

つ
と
言
わ
れ
る
が

31
、
聖
イ
シ
ド
ル
ス
の
場
合
、
聖
遺
物
は
こ
こ
で
初
め

て
（
し
か
も
本
人
の
自
己
申
告

0

0

0

0

0

0

0

と
い
う
形
で
）
登
場
し
た
。
奇
蹟
譚
は
よ
う

や
く
十
三
世
紀
に
ル
カ
ス
・
ト
ゥ
デ
ン
シ
ス
ら
サ
ン
・
イ
シ
ド
ー
ロ
・

デ
・
レ
オ
ン
に
関
わ
る
人
間
の
手
に
よ
り
成
立
す
る

32
。
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド

た
ち
が
奉
遷
の
た
め
に
作
ら
せ
た
典
礼
具
や
聖
遺
物
箱
に
し
て
も
、
そ
こ

に
表
さ
れ
た
図
像
は
人
類
創
造
か
ら
原
罪
へ
い
た
る
物
語
、
神
か
そ
れ
に

か
わ
る
神
の
子
羊
、
福
音
書
記
者
像
、
十
二
使
徒
像
、
国
王
夫
妻
像
が
中

心
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
人
類
の
原
罪
と
救
済
が
主
要
な
テ
ー
マ
に
な
っ
て

お
り
、
聖
イ
シ
ド
ル
ス
の
姿
は
ど
こ
に
も
見
当
た
ら
な
い
。
実
は
《
聖
イ

シ
ド
ル
ス
の
聖
遺
物
箱
》
は
誰
の
聖
遺
物
が
来
て
も
い
い
よ
う
な
作
り
に

な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
点
で
、
同
じ
象
牙
彫
と
は
い
え
、
ほ
ぼ
同

年
代
に
レ
オ
ン
の
東
の
ナ
バ
ー
ラ
王
国
、
サ
ン
・
ミ
リ
ャ
ン
・
デ
・
ラ
・

コ
ゴ
ー
リ
ャ
修
道
院
の
た
め
に
制
作
さ
れ
た
《
聖
エ
ミ
リ
ア
ヌ
ス
の
聖
遺

物
箱
》
と
は
ま
っ
た
く
性
格
が
異
な
っ
て
い
る
。
こ
ち
ら
で
は
聖
人
伝
テ

キ
ス
ト
と
そ
れ
に
基
づ
く
図
像
が
成
立
し
て
い
る
の
に
対
し

33
、
聖
イ
シ

ド
ル
ス
図
像
は
、
サ
ン
・
イ
シ
ド
ー
ロ
聖
堂
の
《
子
羊
の
門
》
の
上
部
に

聖
ペ
ラ
ギ
ウ
ス
と
対
に
置
か
れ
た
十
二
世
紀
の
彫
刻
（
髭
の
な
い
若
い
容

貌
で
、
右
手
で
祝
福
の
仕
草
を
し
、
左
手
に
司
教
杖
を
持
つ
）
と
十
二
世
紀
末

の
サ
ン
・
イ
シ
ド
ー
ロ
伝
来
写
本
挿
絵
（『
聖
マ
ル
テ
ィ
ー
ノ
著
作
集
』
写

本
第
二
巻
第
六
二
葉
の
イ
ニ
シ
ャ
ル
装
飾
。
白
髪
に
司
教
冠
を
か
ぶ
り
、
右
手

で
祝
福
の
仕
草
、
左
手
に
司
教
杖
）、
わ
ず
か
こ
の
二
点
し
か
前
期
中
世
の

作
例
は
な
い

34
。
つ
ま
り
聖
イ
シ
ド
ル
ス
は
一
〇
六
三
年
に
は
じ
め
て
聖

人
と
し
て
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
浴
び
る
よ
う
に
な
っ
た
存
在
な
の
で
あ

る
。
逆
に
言
え
ば
、
こ
の
と
き
レ
オ
ン
王
家
は
、
自
ら
の
霊
廟
に
ふ
さ
わ

し
い
聖
人
と
し
て
聖
イ
シ
ド
ル
ス
を
選
択
し
た
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て

一
〇
六
三
年
以
降
、
王
家
が
サ
ン
・
イ
シ
ド
ー
ロ
・
デ
・
レ
オ
ン
を
順
次

拡
張
し
て
い
く
こ
と
で
、
聖
イ
シ
ド
ル
ス
信
仰
は
レ
オ
ン
王
周
辺
で
高
め

ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
と
サ
ン
チ
ャ
の
娘
ウ
ラ
ー
カ

王
女
の
墓
碑
銘
に
は
、
彼
女
は
聖
イ
シ
ド
ル
ス
を
と
り
わ
け
愛
し
彼
に
仕

え
た
と
記
さ
れ
た

35
。
聖
イ
シ
ド
ル
ス
は
ま
た
ア
ル
フ
ォ
ン
ソ
七
世
の
妹

サ
ン
チ
ャ
王
女
の
「
夫
」
と
し
て
も
言
及
さ
れ
る

36
。
こ
の
よ
う
に
聖
イ

シ
ド
ル
ス
崇
敬
の
発
展
は
レ
オ
ン
王
家
と
く
に
そ
の
女
性
メ
ン
バ
ー
に

負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

　
そ
れ
で
は
聖
イ
シ
ド
ル
ス
が
新
た
な
レ
オ
ン
王
家
の
霊
廟
を
擁
す
る

修
道
院
の
守
護
聖
人
と
し
て
選
ば
れ
た
の
は
何
故
だ
ろ
う
か
。
当
初
名
前

の
挙
が
っ
て
い
た
聖
女
ユ
ス
タ
は
、
セ
ビ
ー
リ
ャ
の
ロ
ー
カ
ル
な
聖
人
で

あ
る
。
し
か
も
レ
オ
ン
王
国
が
レ
コ
ン
キ
ス
タ
を
推
し
進
め
て
街
を
奪
還

し
た
後
な
ら
ば
と
も
か
く
、
い
ま
だ
に
セ
ビ
ー
リ
ャ
は
タ
イ
フ
ァ
国
の
支

配
下
に
あ
っ
た
。
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十
二
使
徒
の
ひ
と
り
聖
ヤ
コ
ブ
な
ら
ば
あ
る
い
は
ふ
さ
わ
し
か
っ
た

か
も
し
れ
な
い
。
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
一
世
は
コ
イ
ン
ブ
ラ
攻
略
の
折
に
サ
ン

テ
ィ
ア
ゴ
・
デ
・
コ
ン
ポ
ス
テ
ラ
詣
で
を
行
っ
て
い
る
が
、
同
地
で
教

会
再
建
な
ど
の
大
掛
か
り
な
事
業
は
展
開
し
て
い
な
い
。
そ
も
そ
も
サ
ン

チ
ャ
王
妃
の
兄
ベ
ル
ム
ー
ド
三
世
を
戦
い
で
討
っ
て
レ
オ
ン
王
と
な
っ

た
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
は
、
当
初
レ
オ
ン
の
人
々
に
歓
迎
さ
れ
な
い
存
在
で

あ
っ
た
。
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
と
ベ
ル
ム
ー
ド
三
世
の
対
立
に
お
い
て
後
者
の

肩
を
も
っ
た
時
の
コ
ン
ポ
ス
テ
ラ
司
教
ク
レ
ス
コ
ニ
ウ
ス
は
、
フ
ェ
ル

ナ
ン
ド
の
王
位
就
任
後
も
長
い
間
レ
オ
ン
へ
姿
を
見
せ
な
か
っ
た

37
。
ク

レ
ス
コ
ニ
ウ
ス
は
一
〇
五
三
年
に
未
来
の
ガ
リ
シ
ア
王
と
な
る
フ
ェ
ル

ナ
ン
ド
と
サ
ン
チ
ャ
の
末
子
ガ
ル
シ
ー
ア
王
子
の
教
育
を
託
さ
れ
て
い

る
38

。
一
〇
五
五
年
に
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
夫
妻
が
主
宰
し
た
コ
ジ
ャ
ン
サ
公

会
議
に
は
出
席
し
、
一
〇
六
三
年
の
聖
イ
シ
ド
ル
ス
聖
遺
物
奉
遷
に
は

司
教
と
王
子
の
み
な
ら
ず
ガ
リ
シ
ア
の
司
教
た
ち
も
馳
せ
参
じ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
の
治
世
後
半
に
は
両
者
の
関
係
は
修
復
さ
れ

た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
レ
オ
ン
か
ら
遠
く
離
れ
た
ガ
リ
シ
ア
の
地
の

司
教
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
の
は
国
王
に
と
っ
て
も
困
難
だ
っ
た
に
違

い
な
い

39
。
ク
レ
ス
コ
ニ
ウ
ス
は
「
使
徒
の
座
の
司
教
」
の
名
称
を
使
用

し
た
か
ど
に
よ
り
一
〇
四
九
年
の
ラ
ン
ス
公
会
議
で
ロ
ー
マ
教
皇
レ
オ

九
世
か
ら
破
門
さ
れ
た
が
、
コ
ン
ポ
ス
テ
ラ
に
お
け
る
司
教
の
権
力
に
揺

る
ぎ
は
な
か
っ
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
司
教
権
と
の
緊
張
関
係
の

中
で
、
聖
ヤ
コ
ブ
の
聖
遺
物
を
コ
ン
ポ
ス
テ
ラ
か
ら
引
き
離
す
の
は
難
し

か
っ
た
だ
ろ
う
。

　
そ
れ
に
し
て
も
、
聖
イ
シ
ド
ル
ス
は
殉
教
者
で
は
な
い
。
単
な
る
証
聖

者confessuer

に
す
ぎ
ず
、
民
衆
の
心
を
十
分
に
捉
え
得
る
聖
人
と
は
言

い
難
い

40
。
し
か
し
サ
ン
チ
ャ
王
妃
が
荘
厳
化
に
力
を
尽
く
し
た
サ
ン
・

イ
シ
ド
ー
ロ
の
聖
堂
は
巡
礼
者
の
た
め
の
も
の
で
は
な
く
、
い
わ
ば
宮

廷
付
属
礼
拝
堂
だ
っ
た
た
め
、
民
衆
や
巡
礼
者
を
惹
き
つ
け
る
必
要
は
な

か
っ
た

41
。
重
要
だ
っ
た
の
は
、
彼
女
と
夫
が
と
も
に
西
ゴ
ー
ト
王
国
の

血
筋
に
連
な
る
こ
と
を
示
す
こ
と
だ
っ
た
。
聖
イ
シ
ド
ル
ス
は
、
偉
大
な

る
西
ゴ
ー
ト
文
化
と
正
統
信
仰
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
こ
の
上
な
く
ふ
さ

わ
し
い
存
在
だ
っ
た
の
で
あ
る

42
。

　
こ
う
し
て
み
て
く
る
と
、
聖
イ
シ
ド
ル
ス
奉
遷
は
一
種
の
西
ゴ
ー

ト
・
リ
ヴ
ァ
イ
ヴ
ァ
ル
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
そ
し
て
、
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド

一
世
の
西
ゴ
ー
ト
回
帰
志
向
は
、
こ
れ
以
外
に
も
確
認
で
き
る
。
ま
ず

一
〇
三
八
年
六
月
二
二
日
レ
オ
ン
大
聖
堂
で
の
王
即
位
式
に
あ
た
っ
て

彼
が
行
っ
た
の
が
、
西
ゴ
ー
ト
王
国
時
代
に
由
来
す
る
塗
油
の
儀
式
で

あ
っ
た

43
。
一
〇
五
五
年
に
彼
と
妻
サ
ン
チ
ャ
が
レ
オ
ン
南
東
三
八
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
コ
ジ
ャ
ン
サ
村
（
現
バ
レ
ン
シ
ア
・
デ
・
ド
ン
・
フ
ア
ン
）
へ

レ
オ
ン
王
国
と
ナ
バ
ー
ラ
王
国
（
カ
ラ
オ
ー
ラ
と
パ
ン
プ
ロ
ー
ナ
）
の
司
教
、

大
修
道
院
長
を
召
集
し
て
開
催
し
た
コ
ジ
ャ
ン
サ
公
会
議
は
、
西
ゴ
ー
ト

時
代
の
教
会
の
再
興
・
再
生
を
目
指
し
た
も
の
と
評
価
さ
れ
て
い
る

44
。

フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
は
ク
リ
ュ
ニ
ー
会
と
接
触
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

過
去
の
西
ゴ
ー
ト
王
国
時
代
を
理
想
像
と
し
て
掲
げ
る
こ
と
で
、
フ
ラ
ン

ス
や
ロ
ー
マ
と
い
っ
た
外
部
の
力
を
借
り
ず
に
王
国
内
の
教
会
改
革
を

行
お
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
は
一
〇
六
五
年
に
死

ぬ
直
前
、
自
分
が
妻
と
建
て
さ
せ
た
サ
ン
・
イ
シ
ド
ー
ロ
の
聖
堂
で
イ
ス

パ
ニ
ア
式
典
礼
に
参
加
し
て
聖
職
者
と
と
も
に
歌
い
、
悔
悛
の
儀
式
を
執

り
行
っ
た

45
。
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
一
世
は
そ
の
治
世
の
間
、
つ
い
に
ロ
ー
マ

式
典
礼
へ
の
切
り
替
え
に
踏
み
切
ろ
う
と
し
な
か
っ
た
。

　
聖
イ
シ
ド
ル
ス
は
西
ゴ
ー
ト
時
代
の
「
古
き
良
き
イ
ス
パ
ニ
ア
」
再
興

を
象
徴
す
る
存
在
だ
っ
た
。
そ
の
聖
遺
物
奉
遷
と
い
う
大
事
業
に
最
高
の
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輝
き
を
与
え
る
た
め
に
、
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
一
世
と
サ
ン
チ
ャ
王
妃
は
最

善
を
尽
く
そ
う
と
し
た
の
だ
ろ
う
。
象
牙
、
金
銀
と
い
っ
た
あ
り
っ
た
け

の
高
価
な
材
料
と
当
代
随
一
の
腕
を
持
つ
工
匠
た
ち
を
出
自
不
問
で
か

き
集
め
た
に
違
い
な
い
。
そ
の
結
果
生
み
出
さ
れ
た
祭
壇
を
飾
る
作
品
群

は
、
後
に
ロ
マ
ネ
ス
ク
様
式
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
新
し
い
様
式
的
特

徴
を
一
部
に
備
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
《
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
一
世
の

磔
刑
像
》
裏
面
に
充
満
す
る
怪
獣
模
様
を
は
じ
め
、
そ
れ
ら
に
は
同
時
に

レ
オ
ン
の
地
な
ら
で
は
の
ロ
ー
カ
ル
な
要
素
も
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
夫

妻
が
創
出
し
た
、
一
方
で
は
最
先
端
の
、
他
方
で
は
折
衷
的
な
美
術
は
、

結
果
的
に
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
、
ナ
バ
ー
ラ
、
レ
オ
ン
の
伝
統
が
入
り
混

じ
っ
た
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
と
サ
ン
チ
ャ
時
代
の
王
権
に
似
つ
か
わ
し
い
も

の
だ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
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